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英雄たちの黄昏
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化 に際 し、そこで展 開され る物語 の舞台描写や内部 の論理構造は,作 品が成立
した時点の世界観 ・倫理観 ・歴 史観 に応 じて換骨脱胎 され るのが常である。 ゆ
えに、 中世 ドイツ語で書かれた英雄詩 とは 「他 の諸 ジャンルの影響 によ り作 り
替 えられた、ジャンル的にはハイブ リッ ドな英雄詩」3として定義 され る。
12世紀か ら13世 紀の世紀転換期の成立が推測 され る英雄叙事詩 『=一ベル
ンゲンの歌』4も例外ではな く、その作品世界は中世の現実お よびそ こでのアク
チュアルな問題 を反映 したものとなってい る。5さらに、『ニーベル ンゲ ンの歌』
は単独の写本収録 がなされず、同作品へ のキ リス ト教的視点か らの注釈 的機能
を持つ 『ニーベルンゲンの哀歌』(以下 『哀歌』 と呼称)6と の共同伝承 がなさ
れ てい る。この伝承形態は 中世を とお してほぼ例外な く一貫 してお り、『ニーベ
ル ンゲンの歌』は単純 に英雄伝承の伝統 に連な るもの として受容 されたのでは
な く、 中世封建制 下の宮廷騎士社会 を舞台 とした姿へ と翻案 され、そ して 『哀
歌』 の持つキ リス ト教的倫理にのっ とった視点か ら読 まれた ことの証左 となっ
ている。
それでは、そこで作 品素材 となった英雄伝承の伝 える英雄的倫理は どのよ う
に処理 されているのであろ うか。そ もそも中世の世俗 貴族階級、すなわち騎士
に とっての倫理体系である騎士道 自体が、10世紀以降の教会改革 においてその
基盤 が生まれた、キ リス ト教世界に世俗戦士の存在意義 を与 えるためのイデオ
ロギー として成立 したもので あり、キ リス ト教以前の英雄的倫理 と相克す るも
の としての意味を持つ。そ して、英雄伝承 に語 られ る英雄 の行為は、戦士 とし
ての理想像は体現 しなが らも、彼 らの残忍 さや破滅 を顧み ない無謀 さは、中世
騎 士に求 められ た 「節度maze」や、「慈悲深 さerbermde」とい った徳 目7の対
3Ebd .,S.13.ゆえ に 、 中 世 の 英 雄 叙 事 詩 は 「後 期 英 雄 詩 」 と 呼 ば れ る(Vgl.SonjaKerth=
GattungsinterferenzeninderspatenHeldendichtung.Wiesbaden2008)
4本 稿 で の 『ニ ー ベ ル ン ゲ ン の 歌 』 の 引 用 は 以 下 の 校 訂 版 テ ク ス トか ら お こ な う。Das
NibelungenliedunddieKlage.NachderHandschrift857derStiftsbibliothekSt.
Gallen.MittelhochdeutscherText,亡bβrsetzungundKommentar.Hrsg.vonJoachim
Heinzle(BibliothekdesMittelaltersBd.12).Berlin2013.なお,和 訳 は す べ て 本 論 文 の
著 者 に よ る も の で あ る 。 ま た,当 該 の 箇 所 に つ い て は 詩 節 数 お よ び 挙 要 に 応 じて そ の 中 の
詩 行 数 を 記 す 。
5VgLJan-DirkM茸Iler:SpielregelnfUrdenUntergang.TUbingen1998,S.46f.
6本 稿 で の 『哀 歌 』 の 引 用 は 以 下 の 校 訂 版 テ ク ス トか ら 行 う。DieNibelungenklage,
SynoptischeAusgabeallervierFassungen.Hrsg.vonJoachimBumke.Berlin1New
York(deGruyter)1999.なお,和 訳 は す べ て 本 論 文 の 著 者 に よ る も の で あ る 。 ま た,当 該
の 箇 所 に つ い て はB稿 の 詩 行 数 を 記 す 。










成立背景ゆえに本来の英雄伝承 のそれ とは異質である。そ こで描 かれ る英雄た
ちは、作 中ではまず宮廷に属す る騎士/封 建制度 下の存在 として登場す る。そ
の ことを象徴 しているのが、『ニーベル ンゲンの歌』第一歌章のブル グン トの者
たちが物語 に初めて登場す る場面での叙述である。初めに この作品の主人公 と
もいえるク リエム ヒル ト8の紹介がなされたのち(Str.2)、ブル グン トの宮廷に
集 う者 たちの名があげ られ るが、 この紹介 は 中世文芸 にお ける通例である
が 厳密 に宮廷社会の中の身分序列 を遵守す るかたちで行われ る。
まず ク リエム ヒル トの兄弟であ りブル グン トの王であるグンテル、ゲール ノ
ー ト、 ギーゼルヘルの三人(Str.4)、兄弟たちの母后 ウオテお よび物語開始時
点 ですでに死去 してい る父ダンクラー ト(Str.7)とい う、王族 が紹介 される。
そ して、臣下のもの として、まずブル グン ト宮廷で重 きをな し、王族 と血縁の
ある トロネゲのハゲネ9およびその弟である主馬頭ダンクワル ト、ハゲネ の甥 に
あた る内膳頭 メッツのオル トウィーン、 「辺境伯」10ゲー レ とエ ッケ ワル ト、ア
ル ツァイのフォル ケールがその名 を挙 げられ る。続いて宮内官職 のいわば文官
8後 述 の身 分序 列 か らす る と異 例 な こ とで は あ るが 、『ニ ーベ ル ンゲ ンの 歌 』が ク リエ ム ヒ
ル トを 中心 に据 えた 物 語 として構 想 され て いた た め で あ る と思 われ る。そ して 、『ニー ベ ル
ンゲ ン の歌 』 が ク リエ ム ヒル トを 中心 と した作 品 で あ る と認 識 され て い た こ とは、 例 えば
写 本Dの 「これ は ク レイ ム ヒル トの書 であ るDazistdasbuochChreimhilden」との 表題
に 読み 取 る こ とが 可 能 で あ る。
9ハ ゲネ が ブル グ ン ト宮 廷 で特 別 か つ筆 頭 の 地位 に あ るこ とは 、 王族 との 血縁 に加 えて彼
が 自身 の軍勢 を持 っ て お り、 普段 は宮 廷 内 にい な い こ と(例 えばStr.82の叙 述 に この状
況 が反 映 され てい る)が 物 語 内 の前 提 とな って い る こ とか らも明 らかで ある。
10彼らが実 際 に辺 境 伯領 を 治 め て い る存 在 と して 造 形 され てい るか ど うか は うた が わ し
く、 この 称号 は辺 境伯 とい う高位 の 伯 を も 臣下 に置 い て い る とい うこ とで ブル グ ン ト王家
の 権 勢 を 強調 す る た め で あ る た め で あ っ た 可 能 性 を ハ イ ン ツ レは 指 摘 して い る。Vgl.
Heinzle(2013),S.1044f.
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たち、おそ らくはブル グン ト宮廷の ファミリア11と思われ る司厨長ルーモル ト、
献酌侍従シ ン ドル ト、侍従長フーノル トが紹介 され 、最後に宮廷内の官職体制
(Str.11)が述べ られ る。
同時に彼 らの持つ特性 も、中世宮廷的な規範 にのっ とった もの として叙述 さ
れ る。三人の王の紹介 に付 随 し、君主の備 えるべき徳 目が列 挙 され ている12の
に加 え、彼 らに仕 える臣下 もその個人 ごとの紹介 に先立 ち、王たちに 「称賛に
価す る誉れ」13をもって仕 える 「絢燗た る騎士 たちvilstolziuritterschaft」14と
して言及 されてい る。英雄伝承 に由来す る人物た ちも、『ニーベルンゲンの歌』
とい う作 品は、まず宮廷的存在 と して造形 し、その同時代的側 面を前面に出す
形で物語 に登場 させている。す なわち、ブル グン トの宮廷は中世盛期の現実の
社会ない しはその理想形 を反映 した もの として物語に導入 されてい るのである。
しか し、『ニーベルンゲンの歌』の想定 している受容者層 は、英雄 としての彼
らの姿 を自らの記憶の うちに持 っている これ を端的 に示 してい るのが、お
そ らくは作 品成 立後 間もない時期 に追加 されてい ると思われ る冒頭詩節15であ
る ゆえに、彼 らは 『ニーベル ンゲンの歌』 とい う作 品内で完結する人物形
象 ではない。それ を反映 し、三人 の王 は初めか ら典型的かつ理想的な中世宮廷
社会 の支配者層 に属す る存在 として描写 され るの と同時に、 グンテル とゲール
ノー トは 「称賛すべき勇士た ちdiereckenlobelich(Str.4,2)」、ギーゼルヘル
は 「卓越 した戦士ein血zerwelterdegen(Str.4,3)」、そ して三人 は 「選 り抜 き
の勇士たちdiereckenazerkorn(Str.5,2)」とされ、作品成立時点 で 「古 めか
しい もの として認 められてい る英雄的 な語彙」16に属す る 「戦士degen/勇士
11中世宮 廷 の フ ァ ミ リア(家 共 同 体)に つ い て は 、Bumke(2002),S.48f.を参 照 の こ と。
12彼らは 「鷹 揚 で 高 貴 な生 ま れ(Str.5,1)」で、ま た 「権 勢 高 く、比類 な く勇敢(Str.5,2)」
で あ る と して彼 らに関 して 述 べ られ る特性 は、 ま さに 中世 の宮 廷 支配 層 に求 め られ た 美徳
で あ る。 この箇 所 に 関 し、 グロ ッセ は あ る種 の 君 主鑑 あ るい は帝 王学 の書 の 内容 を持 つ と
指 摘 して い る(Vgl.DasNibelungenlied.Mittelhochdeu七schlNeuhochdeutsch.Nach
demTextvonKarlBartschundHermutdeBoorinsNeuhochdeutscheUbersetztund
kommentiertvonSiegfriedGrosse.Stuttgart1997,S.729)。
13「誉 れere」も また 、 中世 宮 廷社 会 にお け る最 重 要概 念 で あ る。Vgl.Bumke(2002),S.
428f.
14この 「s七〇1z」の 意 味 内容 は 、第 一 義 的 に あ る人 物 の卓 越 した特 性 、 「衣 装 や 鎧 、容 姿 や
名 声 に よっ て燵 びや かで威 厳 の あ る さま」 で あ る(Vgl.Heinzle(2013),S.1042.)。
15おそ ら くは作 品 の最 も古 い形 を伝 え る写本Bに は存 在 せ ず 、ま た詩 的 技 法 の洗 練 か らも
作 品 が 一 度成 立 した の ち に追 加 され た と考 え られ て い る冒頭 詩 節(Str.1)では 、 これ か
ら始 ま る物 語 が 「われ わ れ の も とに伝 わ る古 の物 語 た ち」 を継 承 す る もの 、す な わ ち集 合
的 記 憶 と して の英 雄 伝 承 とアイ デ ンテ ィ フ ァイ しうる もの で あ る こ とを示 して い る。
16Heinzle(2013),S,1039f.ほか に 、『ニ ーベ ル ンゲ ン の歌 』 で は これ らと と もに 「勇 士
helt」お よび 「戦 士wigant」が 英雄 的 存 在 を表 す 語 彙 として使 用 され て い る。
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recke」とい う属性 を与え られている。また、前述のよ うに 「絢欄たる騎士たち」
とされ る彼 らの臣下も、す ぐに 「最良の勇士た ちdiebestenrecken(Str.8,3)」
と言 いi換え られ るよ うに、作 品全体 を通 して 「戦士/勇 士」 と、中世宮廷的な
語彙 である 「騎 士ritter」は並列 して使われ る。『ニーベル ンゲ ンの歌』の登場
人物 たちは、同時代の宮廷叙事詩の主人公 たち と同質の特性 をまず与 えられな
が らも、一義的に中世宮廷騎士 としてではな く、それ とは相反す る素材由来の
英雄 的特性 を内包 した存在 として造形 され てい ることが ここには示唆 されてい
る。
この二重性 を端的かつ具体的 に示 しているのが、ゲル マン系 の英雄伝承にお
いて最 も重要な英雄 の一人で ある、シーフ リ トであ る。彼 は、第二歌章で物語
にいわば副主人公格 として登場す る。 その由来 に相応 しく、青年期に異境 を巡
る英雄的 冒険を行 ったこと(Str.21)が灰 めか され るものの17、彼はネーデル
ラン ト宮廷の王子であ り、宮廷的教育を受 け、多 くの貴婦人が彼に心を寄せ る

























17彼は英 雄 的 特性 を持 ちつ つ 、後天 的 に 宮 廷的 特性 を身 に着 け た存 在 と して 造形 され て い
る。 シ ー フ リ トの 造 形 に つ い ては 、 以 下 の拙 著 を参 照 され た い。 山本潤:「 記 憶 」 の 変容
一 『ニ ー ベル ンゲ ンの歌 』お よ び 『ニ ー ベル ンゲ ン の哀 歌』 にみ る 口承 文 芸 と書 記 文 芸 の
交 差(多 賀 出版)2015,22-41頁。
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彼 はその身 に相応 しく、入念 に教育 され た。彼 自身の心栄 えをもって、 どれ
ほどの徳 を身 につけたこ とであろ うか!全 てのことに関 して人皆が彼 をま こと
優 れた ものだ とみな したので、後に彼 の父 の国々は名声を得 ることとなった。
さて、シー フ リトは宮廷へ伺候す るまでに成長 し、彼の姿を 目にす るのは皆の
愉みであった。多 くの貴婦人や 乙女たちは、彼がいつ も宮廷にや って くる気 に
な ることを願 ったのである。多 くの ものが彼 に好意 を向け、シー フ リトもそれ
をよく心得 ていた。彼 は護衛 な しで馬を駆 るのを許 され ることは滅多 になかっ
た。父王シグムン トと母シゲ リン トはシーフ リ トに美 しい服 で装 わせ るよ う命
じ、また名誉 ある賢者たちが補佐 に当たったので ある。それゆえに、国民皆が
彼に心を寄せた。(Str.23・25)
こ うして宮廷的存在 として登場す る一方で、彼 の英雄的特性 は決 して蔑 ろに
され ることはない。彼 の英雄 としての姿は、ハゲネによる 「語 り」18によ り物
語世界に導入 される と、彼の持つ名剣バルムンクや魔術的な力 を秘めた隠れ蓑、
そ して決 して傷つ くことのない肌 に託 された形 で物語 に現れ、 しかもそれは物
語の展開上決定的な役割 を果た してゆく。
この ような人物造形 と相似 をなす よ うに、当初雅やかな宮廷社会 として描か
れていた物語世界 には、その外縁 にそれ とは異質 な 「英雄」の世界 が存在 して
いる ことが物語 の進行 とともに明 らか となる。 すなわ ち、 「勇士 のや り方in
reckenwis」19をもって しかた どり着 くこ とので きない、異教 的女王 プ リュン
ヒル トの治めるイース ラン トと、そ こか らさらに先 の、物語世界の極北 に位 置
す る二ベル ンクの国であ る。 とりわけ後者は、その地理的描写を通 して現実性
18シー フ リ トの 英雄 課 は あ くま で も作 品 内 の一 登 場 人 物 で あ るハ ゲ ネ に よ る物 語 内 物 語
と して簡 潔 に紹 介 され るにす ぎな い。 この語 りは、 「短 く、 未完 成 」 で あ り、 「受容 者 は 自





これ は ま さにシ ー フ リ トの英 雄 潭が広 く人 口に胸 表 してい た こ との証左 と言 える。
19プリュ ン ヒル トに求 婚 す る にあ た り、グン テル が 三 万 の兵 士 の招 集 を提 案 した の に対 し、
三万 の 軍勢 を率 い て いっ た とこ ろで失 敗 して皆 命 を落 とす が 、 しか し四 人 で行 け ば成 功 す
る とい うシ ー フ リ トの助 言(Str.340-341)の論理 の背 景 を な して い る の は、 ま さに少 人























シーフ リ トはいった。「雄 々 しい騎士の諸君 、私は皆に言 っておきたい。君た
ちは立派な衣装 を着て宮廷へ と赴 くべ きであ る。 なぜ な ら、大変愛 らしい貴婦
人たちに会 うこ とにな るか らであるρそれゆえに、優美な衣装でその身 を飾 る
必要があるのだ。」(Str.506)
英雄伝承 の中の姿のまま、物語 内の英雄的空間に初 めて登場 し、ここに至 る
まで 「勇士/戦 士」 と呼ばれ ていた二ベル ンクの勇士た ちは、ここで 「騎士」
とな り、華やか な宮廷文化 の中へ と入 ってゆ く。 この二ベルンクの勇士た ちに
象徴 されてい るように、『ニーベル ンゲ ンの歌』では英雄的特性 と宮廷的特性 は、
宮廷世界 と英雄世界の関係 と同様、いわば地続 きの関係にあるのである。 この
20『ニー ベ ル ン ゲ ンの 歌』第8歌 章 の舞 台 とな る この 国 は 、シー フ リ トの英 雄 的 冒険 の舞
台 と して 語 られ るが 、地 理 的描 写 はす べ て不 定 冠詞 を伴 い 、 その 非 具体 性 ・非現 実 性 が 強
調 され て い る。Vgl.Jan-DirkMUIIer:SpielregelnfUrdenUntergang.TUbingen1998,S.
131.こうした 地理 描 写 は 、細 部 に至 るま で 中世 宮 廷 的な もの と して描 かれ て い る ブル グ ン
ト宮廷 との 著 しい コン トラス トを受 容者 に印 象 づ け る。














2.登 場人物 たちの 「英雄化」
その一つ 目は、物語世界の構造 と密接 に関連す る、空 間による規定である。
前述の よ うに、プ リュンヒル トへの求婚 の旅の舞台 となるイース ラン トおよび
二ベル ンクの国には、まずそ こに到達す るた めに 「勇 士のや り方」が必要 とさ
れ る。そ してシーフ リ トは この空間において 自身の英雄性 を明 らかに し、イー
スラン トでは魔術 的な力 を持つ隠れ蓑 の助 けを借 りてプ リュンヒル トと、二ベ
ル ンクの国では己の齊力 と勇気のみをもって城の門番 の巨人や宝物庫の番人 で
ある條儒のアルベ リー ヒと勇士 としての戦 い22を繰 り広げ ることとなる。 イー
スラン トと二ベル ンクの国は、英雄伝承 においてま さにシー フ リトの英雄 的冒
険の舞台 として語 り継 がれ た空間であ り、そこでのシーフ リ トの 「英雄化」は、
作 品素材の拘束力 によるものと推測 され る。
21Lienert(2015),S.10.
22彼 は本 来 自分 が 主 で あ る 国 の 城 門 の 前 で わ ざ わ ざ声 色 を か え 、 「自分 は勇 士 で あ る
(Str.488,1)」と名 乗 り、 門番 の 巨人 を 戦 いへ と挑 発 す る。 そ して 巨人 の鉄 棒 の 一 撃 に楯
を砕 か れ 、生 命 の危 険 を冒 しなが らも、 本 来 は 自分 の 部 下で ある こ の門 番 が信 頼 す る にた
る こ とを確 認 して満 足 す る。 この よ うに、 本 来不 要 で あ る危 機 を 自ら に招 く向 こ う見ず さ
や 、 力 を 唯一 の 評価 基 準 とす る二 ベル ン クの 国 での シ ー フ リ トは 、典 型 的 な英 雄 と して の
姿 を示 してい る。
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よ り 『ニーベル ンゲ ンの歌』 とい う作品独 自の英雄性 に対する認識 が明確に
反映 され てい ると思われ るのが、「挑発 とそれ に対す る怒 りzorn23」とい う物語
上 の構造24を通 した、英雄的倫理 にの っとった行為の喚起である。 そ して この
挑発 とは、具体的には相手が 「惰弱、臆病 であること」、すなわち 「英雄 ではな
い」 ことを公 の場 において非難す る とい う構図を とる。その結果生死 を問わな
い、そ こにすべ てを賭 けた戦いが生 じることとなる。その好例の一つは、シー
フ リ トの初 めてのブルグン ト訪問の場面 にみ ることがで きる。
美姫 クリエム ヒル トの噂を聞いたシー フ リトは、求婚 のためにブル グン トの
都 ヴォルムスへ と向かい、そこで グンテル らと対面す る。グンテルは、彼 を 「ま
こと作法zUhten25に欠 けることなきよ う(Str.105,2)」、す なわち宮廷の主に相
応 しいかたちで迎 えるが、シーフ リ トはブル グン トには 「最 も勇敢な戦士た ち
が集 ってお り(Str.107)」、また 「その王 も比類 なく勇敢である(Str.108)」
であると聞いてお り、それ を確 かめたいと述べ、彼 らを国と民すべてを賭 けた
一騎打 ちへ と挑発す る(Str.109・110)。この挑発 は、従来の研究で も指摘 され
ている通 り、二つ の異 なる原理に基づ く支配の正当性 のぶつか り合い としての
意味 を持っ。26すなわち個人的な行為 を通 した支配=英 雄的原理 による、法的
な相続権に基づ く支配=宮 廷社会原理へ の挑戦である。 このシーフ リ トの挑発
に対 して ブル グン トの者た ちは、 まず彼 の言い分 を 「いぶ か しく思 い(Str.
111,1)」、 しか し彼 らはす ぐに 「怒 りを覚 えた(Str.111,4)」。 これ と同様 に、
グンテルは 自分の父 が長 らく誉れをもって守護 してきた国を、一人の横暴 によ
ってなぜ失わねばな らないのか、 とシー フ リ トの要求の理不尽 さを指摘 し、そ
のよ うな ことを許せば 「我 ら騎士 としてあるま じきこ と(Str.112,4)」として、
戦 う姿勢 を見せ る。 ここでの グンテル は、ブル グン ト宮廷 の王であ り、 自分 の
23「ホ メ ロス に よる アイ ア ー ス以 来 、怒 り とそ の 帰結 と して の狂 乱 的 な暴 力 は 、英雄 を特
徴 づ ける もの で あ っ た(MUIIer(1998),S。204)」。 そ して 、英 雄諌 にお け る 「怒 り」 とは
今 日的 な意 味 で の感 情 で は な く、 英雄 的 存 在 を特 徴 づ け る気 質 で あ る こ とを ミュラ ー は指
摘 して い る。Vgl,ebd.,S.203-216.
24英雄 叙事 詩 にお い て、登 場人 物 た ち の態 度 や行 為 、意 志決 定 は 物語 の 展 開お よび構 造 に
依 拠 して い るの で あ り、逆 で は ない 。す な わ ちあ る登 場 人物 の感 情や 意 志 が 描 かれ る とき、
それ は 物語 の要 請 に よ る もの で あ り、 「怒 り」や 「悲 しみ」 とい っ た感 情 が表 現 され て も、
それ は 今 日的 な意 味 での 内 的 心理 の 表 出 で はな く、そ の 主体 が 身 を置 い て い る状 況 か ら導
かれ た もの で あ る。Vgl.ebd.,S.201ff.
25「作 法zuht」とは、 教 育 の結 果 と して人 に備 わ る、 道 徳 心や 思 慮 分別 、 自 己抑制 お よ
び優 雅 な所 作 を指 し、宮 廷性 の 本質 を表 す 「宮 廷 的優 雅h6vescheit」との 関連 の うち に あ
る概 念 で あ る(Vgl.Bumke(2002),S.425£)。ゆ え に、 こ こで の 「作 法 」概 念 を通 した グ
ンテ ル の 態度 の 叙述 は、 シ ー フ リ トの英 雄 性 との著 しい コ ン トラス トを構 築す る。
26Heinzle(2013),S.1086.
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父 か ら相続 した とい う点 においてその支配権の正当性 を持つ存在であ りなが ら
も、「自分 自身で一騎打 ちにおいて敵対者 と渡 り合 うことができることを主張 し
てお り、個人的な力 の優劣 によって支配権 を争 うことに関 し疑問 を持っていな
い」27。す なわ ち、彼 はシーフ リ トの挑発 を受 けて英雄的原理に従 う存在 にな
ってい るのである。 この 「英雄化」はグンテル に限 らず 、 とりわ けそれは先鋭
化 した形でブルグン ト臣下のひ とり、メッツのオル トウィー ンの反応 として描
かれ る。
オル トウィーンもや は りシーフ リ トの言葉 に怒 り、 自分が シー フリ トの 「思
い上 が り」28を捨て去 らねばな らぬよ うに してや る、 と逆に挑発す る。す る と
シー フ リトは 「大変 な怒 りを発 し(Str.118,1)」、自分は王であ りオル トウィー
ンは臣下の身であって、12人がか りで あっても 自分 に敵いは しない と一蹴す る。
それ に対 してオル トウィー ンは激 高 して剣 を求めて叫ぶ、 とい う形でや り取 り
は続 くが、注 目され るのがシーフ リ トの言葉にあ らわれ る 「王」 と 「臣下」 の
関係であ る。 ここで彼 はオル トウィー ンが 自分に敵わない理 由を、彼 は 自分 と
同 じ王ではな く臣下で あるか ら、 としてい るが、 この論理の背景をな してい る
のは、個人間の戦 いにおいて強いものが王であ る、 とい う前述の英雄 的原理で
あ り、 この二人の間の争いは典型 的な英雄的原理 にのっ とった ものであるとみ
ることが可能 である。 ・
しか しこの一触即発の事態は、また異 なった論理 によって収拾 され ることと





彼はオル トウィー ンにいった。「怒 りを収めよ!シ ー フリ ト殿は我々が作法 をも
って ことを収 めることができぬほ どのことな ど、 していないではないか。彼 と
27Ebd.
28「思 い上 が りUbermuo七」 は 多義 的 な概 念 で ある が、 こ こで は 「己 の強 さ を認 識 し、 他
者 の 力 量 は気 に 留 め る必 要 は な い と信 じる 自尊 心SelbstgefUhlとして英 雄 的存 在 の本 質
をな す もの で あ り、ま た 自尊 心 を 「Ubermuot」と して規 定 す る のは 当 人 で はな く、そ の 自
尊 心 に よ って威 嚇 され る 、潜 在 的 な敵 対者 」 とい う意 味 を もっ て使 用 され て い る と考 え ら
れ る。Vgl.MUller(1998),S.238.
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友誼 をむすぶのだ これが私の意見 だ。そ うすればよ り我 々の誉れ となるこ
とだろ う。」(Str.120)
先 のシー フリ トを宮廷 に迎え るグンテル と同様、 ここで 「作法」 をもって争
いを解決 しようとす るゲール ノー トの姿 は、ま さに 「英雄 的ではな く、模範的
な宮廷騎士の姿 を示 してい る」29。相互 の挑発 によ り生 じた英雄 的原理 にのっ
とった争 いの危機は、宮廷的美徳に より回避 されたので ある。30
この場面ではゲール ノー トおよび彼 の発揮 した宮廷性 によ り事なきを得 るが、
同様の挑発 とそれ に対す る怒 りによって喚起 され、 しかもここでの ように宮廷
的美徳に よる抑止力が働 かないこ とによる登場人物 たちの英雄化 とい う図式は、
物語が破滅へ と向か う重要な分岐点 に配 されている。それは、まず フンの王エ
ッツェルへ と嫁いだ クリエム ヒル トが、シーフ リ ト暗殺 に対する復讐 を意図 し
てお こなった 「裏切 りの招待」31に対す るブル グン トの者 たちの対応において
確認す ることが可能 である。
クリエ ムヒル トの招待 に対 し、ハゲネを除 くすべての者 たちは肯定的な判断
を下す32。しか し、 まさにシー フリ ト殺 害の下手人 であ り、彼女 との和解 を し
なかったハゲネは、彼 女の復讐の意志を察知 し、招待 を受けるこ とに反対する











30この場 面 の ほ か に、宮廷 的 美徳 が英 雄 的行 為 の もた らす 破滅 的結 果 を 回避 した場 面 と し
て 、 ニベ ル ンク の国 で の シー フ リ トとア ルベ リー ヒの戦 い が あ げ られ る。 シー フ リ トは ア
ル ベ リー ヒに 一人 の 勇 士 として 対峙 した が 、決 着 を 生 と死 の 二元 的 な形 でつ ける こ と を彼
の 作 法 に よっ て避 け(Str.496)、自分 の 宝物 庫 の 番 人 で もあ る アル ベ リー ヒ を生 け捕 りに
して い る。
31「裏 切 りの招 待 」 は 、英 雄 諦 の典 型 的 な物 語 モ チー フで あ る。
32その理 由 と して 、グンテ ル は ク リエ ム ヒル トとの 和解 が は た され て い る こ とを挙 げ て い
る(Str.1460)。





その助言に対 し王ゲール ノー トは言った。「お主 は当然フンの国で死を恐れ るだ
ろ うが、だか らと言 ってわれわれ が妹 に会いに行かぬ とい うのは、いかにも具
合がわ るいこ とであろ うが。」それ に王ギーゼルヘル も勇士に声 をかけたのであ
る。「友ハゲネ よ、お主は 自身 に罪があ るとわかっているのだか ら、ここに残 っ
て 自分の身を守 るがよか ろ う。 そ して、勇気のあるものをわれ らと共にわが姉
の もとへ行 かせてや ってくれ!」(Str.1462-1463)
この二人の台詞は、ま さにハ ゲネ を 「死を恐れ る臆病者」 として挑発す るも
の となっている。そ して、 この挑発はやは りハ ゲネ の怒 りへ とつなが り、彼は
自身の警告 した危 険にも関わ らず 、「旅路 をともにす るのに自分 より勇気が ある
ものな どない(Str.1464)」と、頑 と して同行を申 し出る。 ミュラーは、みな
に迫る危 険を察知 しているのにも関わ らず 、それ を顧みずに王たちと共にフン
の宮廷へ と出向 くとい うこのハゲネの決 心を、ブル グン トの滅 亡の端緒に位置
づけ、その滅亡はま さに 「政治的秩序の崩壊 に際す る英雄 的アイデ ンテ ィティ
の 自己確認」33であ るとする。 ブル グン トの中で も選 り抜 きの勇士であるハ ゲ
ネの、挑発 によって喚起 された怒 りと 「臆病で ある」 こと、す なわ ち非英雄性
への椰楡へ の否定 に基づいた 「賢い とは言 えない」34決定は、ブル グン トの破
滅的運命 を決 定づ ける意味を持つ。 そ してこのハゲネ の決定 に関 して特筆 され
るのが、『ニーベル ンゲンの歌』の中では例外 的に、語 り手がこのハゲネの怒 り
を呼んだゲール ノー トの言葉が 「無作法ungevUege(Str.1512,2)」であ り、
それが無 ければハ ゲネは このフンの宮廷への旅に反対 したはずであるのに、 と
自らの見解 を披露す ることである。 この 「無作法」 とはまさに 「作法」概念 と
ならんで宮廷人に求め られ る 「礼儀vuoge」35の反義語であ り、『ニーベル ンゲ
ンの歌』の語 り手は、ゲール ノー トの宮廷的素養 の不十分 さを このカ タス トロ
フィを呼んだハゲネの英雄性 の発露の原因 として位置付 けているのである。 こ






そ して、宮廷的美徳に よる抑止力が働かず、 さらに宮廷的素養 の不十分 さか
ら行われ るこ ととな ったブル グン トー行のフンの宮廷への旅路の中で、彼 らの
英雄的特性 はよ り強 く表面化 してゆくとともに、宮廷社会の軸である身分序列
は捨象 され てゆく。一行 の軍事的指揮はグンテル ではな くハゲネや フォルケー
ルが担い(Str.1594;1599)、そこでは王たちもまた、宮廷社会上の身分ではな
く、己の勇 士 としての行いを通 して認識 される存在、すなわち英雄 となってゆ
く。その過程 では、ブルグン トー行の間の関係 はもはや封建的主従 ではなく、
勇士 と勇士の間の英雄的な友誼 によって結ばれ た、いわば戦友 と呼べ るものへ
と変化 している。 この ことは、作品 冒頭で示 され た、物語世界を律す る原理 と
しての宮廷的原理お よびそれ に支 えられていた宮廷社会の秩序が無効化 されて
しまってい ることを意味す る。
それを反映す るよ うに、フンの宮廷での戦いが勃発す ると、王たちはみな勇
士 としての戦 うさまが叙述 され、宮廷的洗練や騎士 としての美徳 は、彼 らか ら
消えてゆ く。それ を象徴 してい るのが、フンの宮廷の広間での戦 いが一段落 し
た際のギーゼルヘル の行いである。 「若武者 ギーゼルヘルGiselherdazkint」
として作 中呼 ばれ るブル グン トの末弟は、勇士 たちの 中で も争 いの際 には しば
しば緩衝材的 な役割を果 た し、最 も無垢 な存在で あったが、彼 は広間に転がる
フン族 の死体 を外に投 げ出 して、戦いに先 立ち、敵に痛手を与えることを提案










「われ われは もっ と傷 をえぐってやるのだ これぞまさに痛快だ。 その覚悟
は とうにで きている。」 とそこでギーゼルヘル はいった。 「このよ うな主のも と
にあるのは、何 たる幸せか!」 とハゲネはいった。「こ うした提案は勇士たるも
のにこそま こと相応 しい。 これをわが若 き殿が今 日な されたのだ。 ブル グン ト
の諸君、みな喜ぶが よいそ。」(Str.20n,3-2012)
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この粗暴かっ残虐 な仕打 ちを受け、フンの死者たちの親族 は嘆 き悲 しみ、ま
たまだ息のあったものも命 を落 とした(Str.2013-2014)。こうした他者の こと
を歯牙 にもか けない、ただ己の豪胆 さ、大胆不敵 さを誇示す る行為は、ほかな
らぬ英雄伝承における英雄 のなし得 るもので あ り、ギーゼルヘルの この振る舞
いは、彼が完全に英雄 に 「なった」 ことを示 している。 そ して、宮廷的序列 で
は高位 にあ る存在 が英雄 になったこ とは、英雄的暴力 に対 して抑止力を発揮す
るこ とが可能な存在が不在 とな ること36を意味す る。
荒れ狂 う暴風 のよ うに、関わる者た ちを巻き込んでゆく 『ニーベル ンゲンの
歌』後編の登場人物た ちの英雄化 は、その とりわけ極端 なかたちを辺境伯 リュ
エデゲL-一・一ル において示す。「全 ての徳 の父vaterallertugende」と呼ばれ、宮廷
騎士の理想を体現す る彼は、や は り物語終盤 、英雄化 の波 にのまれるこ ととな
る。第37歌 章冒頭で、ブルグン トお よびフン双方が悲惨 な状況になってい るの
を見た リュエデゲール は涙 を流すが、それ を 目に した フンの勇 士が王妃 クリエ
ム ヒル トに向かって彼 を中傷 し、臣下 としての役 目を果た さず、「人 は彼が何人
よりも勇敢である とい うが、この危機 においてそれは一 向に現れていない(Str.
2140)」として非難す る。 この非難 は、彼 が中世宮廷 の騎士 として封建 的義務
を果た してい ない こと、また騎士に求め られ る勇敢 さを発揮 していない こと、
すなわち彼 が臆病であるこ とを示唆 したもので あるが、 これ を宮廷の 中心であ
る王妃 に対 して告 げ られた ことは、宮廷的存在であ るリュエデゲール に とって、
その存在原理である 「名誉」に関わることであった。 そ して、 この名 誉を棄損
され たこ とは、彼 に怒 りをもた らし37、リュエデゲールはそのフンの勇 士を殴
り殺す。
この リュエデゲールの 「名 誉を傷つ けた相手を殴 り殺す ことは、物語 の聞 き
手 であった騎士に とっては理解 され、正 当と認め られ る」38行為 であった。 し
か しその正否 に関わ らず、彼 の怒 りに基づ くこの行為 は、彼 をブル グン トの者
たちとの戦いに巻 き込んでゆき、その 中での リュエデゲールの戦 いは、勇士の
36フン族 側 で も、理想 的 な宮 廷君 主 と して描 か れ て いた 王 エ ッ ツェル が、ハ ゲネ と フォル
ケ ール に よる嘲 りと挑発 を受 け 、 自 ら剣 を手 に戦 い に加 わ ろ うとす る(Str.2019ff.)。
37「そ こに王 妃 がや って き て 、勇 士(リ ュエ デ ゲー ル)の 怒 りに よっ て 、 フン の者 に 起 こ
っ た こ と を 目に した(Str.2147,1-2)」。 リュエ デ ゲー ル に よ る フ シの勇 士 の殺 害 は 、 怒 り
に 喚起 され た も ので あ る こ とが こ こに は 明示 され てい る。
38DeBoor/Wisniewski(1988),S.XI.
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もの と して語 られる こととなる39。そ して、彼は戦いの最 中にお いて敵で ある
ハゲネに 自らの盾 を贈 り、 自分 は王弟ゲール ノー トと相討 ちして果 てる。彼の
死は、 自らの敵 との間 にさえ友誼 を結び、高位 の相手 に臆す ることな く立 ち向
かい、その手にかか るとい うま さに英雄の死 と言 えるものであった。 しか し、
彼の死はその遺骸の引 き取 りを巡 ってデ ィー トリヒ ・フォ ン ・ベル ンの臣下の
勇士たち とブル グン トの者 たち との間の、僅かにグンテル とハゲネ、そ して ヒ
ルデブラン トを残 して全滅す るとい う凄惨な争いを誘発す ることとな る。
この ように、宮廷的存在 として物語 に登場 した人物た ちの 「英雄化」 は、事
態が悪化す る端緒 として位 置付 け られてい ることが明 らか とな る。 シー フ リト
の英雄化 は結果 と してブル グン ト宮廷内に争いを生み、それは彼 の命 を奪い、
ク リエム ヒル トによる復讐 の前提 とな る。ハゲネ の怒 りは、ク リエムヒル トに
よる裏切 りの招待 に応 じる決定的要素 とな り、そ して 中世宮廷騎 士の理想 を体
現 していた リュエデゲール は、怒 りの喚起 した行為 によって破滅 的な戦いへ と
巻き込まれ て英雄的存在 と化 し、その死は さらなる争いの種を残 した。 こ うし
た、挑発 とそれ に対す る怒 りとい う英雄的倫理 を反映す る物語構造 によ り、登
場人物たちが自らをも不可避 的に巻 き込んでゆ く英雄的暴力の中で命 を落 とし
てゆ く様 を描 きだす ことを通 し、 同時代的宮廷性 の皮相性 と、たやす く宮廷的
美徳 とい う殻 を破って表 面化 し、宮廷的社 会秩序 を破壊 し うる危 険を秘 めた暴
力的な英雄的特性 を中世宮廷に属す る存在が内包 してい るこ とを、『ニーベル ン
ゲンの歌』は示 してい るのである。
3.『哀歌』における英雄性に対する視線
ただ し序論で も述べた通 り、英雄伝承に語 られてい る英雄 たちの死 とは、彼
らの戦 士 としての倫理 にのっ とった英雄 的行為 の帰結であ り、それ 自体は本来
否定 され るべ きものではなかった。そ して、その行為の結果 として死んだ主体
に とって重要なのが、「記憶 に残 る」こと、すなわち死後の名声で あった。それ
では 『ニーベル ンゲンの歌』で語 られた英雄 たちの死は、中世的視点か らは ど
のよ うに受 け止め られ 、記憶 され るものなのだろ うか。 このこ とをま さに主題
39『ニ ーベ ル ンゲ ンの 歌 』の 詩 人 は、 リュエ デ ゲー ル の戦 い に 関 し、彼 は 「勇 士 に相 応 し
くeinemdegengelich(Str.2206,3)」戦 い 、み ず か らが 「勇 士 で あ る ことdazereinrecke
waere(Str.2213,4)」を示 した 、 と描 写 してい る。
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としたのが、『ニーベル ンゲンの歌』の後 日談を語 り、死者 たちへの嘆きを描 く
『哀歌』である。『ニーベル ンゲ ンの歌』 とは異な り、英雄伝承には作 品が依拠
した素材が確認 されていないため、オ リジナル なテ クス トであ ると考 え られ る
この作品には、『ニーベル ンゲンの歌』お よび 『哀歌』の成立に関わった蓋然性
が高い とされ ている40パッサ ウの司教座 の英雄伝承 に対す る見解、すなわ ち中
世盛期 の聖職者 的な視点が直接 的に反映 され てい ることが期待 され る。
そ して、英雄の死に対す る 『哀歌』の認識 を端的に表 してい る事例の一っが、
ディー トリヒ ・フォン ・ベル ンの配下であったヴォルフ ヴィー ンの遺骸に関す
る描写で ある。彼 を見っ けた ヒルデブラン トは、未だ血を流すその遺骸 を指 し、
「この勇士 には臆病 さのか けらもな く、彼 はま こと勇 士に相応 しく戦ったder
reckewartnievunden/andeheinerzageheit./indisemsturmerhiestreit/
woleinemdegenegelich.(v.1536-1539)」と述べ る。 この'「勇士 に相応 しく」
戦 った結果 の死 は、英雄的倫理 か ら言 えば肯定 され るべ き死であるが、『哀 歌』
はこれ に先立っ ヒル デブラン トの 「これ ほどまでに見事 さを奪われ た41勇士 を
私 は生涯で一度 も見た ことがないniehelts6garunheren/ichgesachin
minerzit.(v.1532f.)」との嘆 きの言葉 をもって、その遺骸 の無残 さを強調す る。
勇士 としての死 を死ぬ ことが、生者 に肯定的な記憶 を残す とい う英雄伝承以来
の図式を、ヴォル フヴィーンの勇士 としての死 を表象す る遺骸 を、見事な、賞
賛すべきもの として描かず 、そ の無残 な姿、生者 にもはや肯定 的な印象 を与え
得ないもの とすることで、『哀 歌』は否 定 してい るのである 勇士た ちの骸は
生者 たちに とっては、 「もはや美 しくはない屍 体」42として、生者の 目に映 る。
こうした勇士たちの遺骸 の叙述において 『哀歌』が示す のは、英雄伝承におけ
40Heinzle(2013),S,998;Lienert(2015),S.32f.また 、『哀 歌 』 エ ピ ロー グ で は、 パ ッサ
ウ司教 に してブ ル グ ン ト王 家 の外 戚 とされ る ピル グ リム が、 ブ ル グ ン トの者 た ちの 最期 に
っ い て 、そ の 経緯 と あ らま しを書 き とど め させ 、 そ こか ら口伝 の英 雄 伝 承 が生 じた と語 ら
れ る。 こ の記 録 の実 在 に 関 して は議 論 が あっ た が,現 在 は この エ ピ ロー グ 自体 が原 典 創 作
であ る と考 え られ てい る とと もに 、パ ッサ ウ司教 座 の 『哀 歌 』 へ の直 接 的 関与 を示 唆 す る
もの とな って い る。Vgl.Bumke(1996),S.465ff.、
41「見 事 さを奪 われ たunher」の 意 味 内容 に 関 して は 議論 が あ り、 ブ ム ケ は 「不 格 好 な
entstell七」 との訳 を提案 し、 そ もそ も このunh6rは 「呪 わ しい、忌 々 しい 」の 意 で あ る と
指 摘 し て い る(JoachimBumke:DievierFassungenderNibelungenklage.
UntersuchungenzurVberlieferungsgeschichteundTextkritikderh6fischenEpikum
13.Jahrhundert.Berlin1996,S.264,Anm.33)。ま たハ イ ンツ レは、 この語 の 「h6rで
は な い」 とい う原 義 か ら出発 し、そ の 意 味 内容 を 「雅 や か で は ない 、 強大 で は ない 、 華 麗





る勇 士 としての戦い とそれに よる死への顕彰 に対す る否定的視線である。
また、英雄的存在に とって最 も重要な、英雄的行為を通 して死後 にも名声を
残す ことを、やは り 『哀歌』 は否定 しているこ とが、ゲール ノー トお よびギー
ゼルヘル の死 に対する生者 たちの 「嘆き」において明 らか となる。ゲール ノー
トとギーゼルヘル は、前章で検証 したよ うに、宮廷の王 として登場 しなが らも、
英雄 に 「な り」、英雄 として戦 って死んだ存在である。 しか し彼 らに関して生者
が記憶す るのは、その勇 士 としての戦いぶ りではない。ギーゼルヘル に関 して
は、彼の よ うに 「黄金 を分 かち与えるものはいない(v.1794f.)」こ となど、そ
の 「鷹揚 さ」43、すなわち宮廷君主 としての徳 目が嘆きの対象 となるのである。
　
そ してゲール ノー トに関 しては、エ ッツェル が 「自分の息子 の手本 にな りえた
(v.1891f.)」と してその死 を悼む。 ここで もや は り、英雄的な戦い と最期
彼 は英雄化 した リュエデゲール と相討 ち した は話題 とされ ない。二人のブ
ル グン トの王弟 への追悼の場 面において明 らかとな るのが、『哀歌』は死者 に関
する記憶 の発生の場において、英雄的行為 を想起の対象 とせず 、彼 らに関する
記憶 の契機 としてまさに宮廷的徳 目を据えているとい うこ とで ある。
そ して、死後の顕彰および記憶の契機 としての英雄的行為 の否定 と共に、前
章で確認 した英雄 に 「なる」ことが社会 にもた らす影響についても、『哀歌』は
否 定的 な視線 を向ける。先に指摘 した ように、『ニーベル ンゲンの歌』では英雄
化 した勇士た ちの間では社会的身分の意 味が消失 し、宮廷社会 は一人ひ とりが
等価 である英雄集 団へ と変質 したが、『哀 歌』は英雄性 によって破壊 された宮廷
社会秩序 を再構築する場面 を設 ける。すべ ての死者の遺骸 が発見 されたのち、
ディー トリヒ ・フォン ・ベル ンが主導 して埋葬が行われ る(v.2296ff.)が、そ
れ は宮廷社会の序列 を厳密 に守 る形 で行 われ る。 この埋葬 によ りいわば宮廷社






43「鷹 揚 さmilte」は 、『ニー ベ ル ン ゲ ンの 歌』 のブ ル グ ン トの 王 た ちの備 え る宮 廷 的美 徳
の筆 頭 に挙 げ られ てい る よ うに(註12を 参 照 され た い)、中世 宮廷 君 主 に 求 め られ る徳 目
の うち で も特 に 重 要 な もの で あ る。
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神 よ、高貴なる者たち とまた権勢高 き者たちを、他 のものか ら区別す る誠 を身
にっ けたデ ィー トリヒを嘉 し給え。そ うす るのは正 当な ことであったのだ。
このディー トリヒの行為への肯定的な評価 は、や は り最重要の宮廷的徳 目の
一つである 「誠triuwe」44にその根拠 があるもの とされ、英雄的暴力 による破
滅 の後 の指針 となるのが、宮廷的特性であることを強調 している。
このよ うに、『ニーベル ンゲ ンの歌』で描かれた、宮廷的存在 か ら英雄 となっ
て英雄的倫理に従って戦い、宮廷的社会秩序 を崩壊に導いた、英雄的アイデン
ティテ ィの 自己確認 としての英雄たちの死 を、『哀歌』は総合的に否定 している 魯
のである。そ こには、まさに 「宮廷 の生活 と宮廷社会 を 自身 の経験を通 してよ
く知 ってお り、騎 士 とい う名 と結びっ いた高度な倫理 的要請 と、現実の様相 と
の乖離 を、最 もはっき りと見据 えていた聖職者階級」45の、中世盛期 の宮廷騎
士たちが未だ内包 していた英雄 的倫理 に対する厳 しい視線があ らわになってい
る。そ して、『ニーベル ンゲンの歌』 と 『哀歌』の構築する伝承上の複合体 とい
う形での英雄伝承の書記文芸化では、『ニーベル ンゲンの歌』において受容者が
知 る英雄伝承 の形 を意図的に踏襲 し、そ こで英雄 たちの行 く末を描 き出 しなが
ら、その原理体系 を 『哀 歌』 が否認 し、キ リス ト教的 中世宮廷的視点か ら、新
たに否定的な意味づけを与 えているとみ ることが可能である。
44「誠triuwe」とは、 第一 義 的 に は法 的 な契 約 に 対す る 「誠 実」、 封 建制 にお け る 臣下 の
君 主 へ の 「忠 義」 を示 す が、 広 義 に は個 人 間 の誠 実 さ、神 と人 を結 ぶ 愛 として の意 味 へ も
広 が りを見 せ る多 義 的 な概 念 で あ る。 ま た騎 士 に とっ ての 「誠 」 とは 、倫 理 的性 質 も持 っ
て い た。Vgl。Bumke(2002),S.418.
45Ebd.,S.430£
